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土浦市は霞ケ浦や桜川など水に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところでありました。

そのため、市内には集落跡や貝塚、古墳などの遺跡が数多く存在しています。このような遺跡は当時

の人々の生活や環境などを知る手がかりとなります。また、現代に生きる我々が豊かな生活を送るこ

とができる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私たちの大切な任務であり、郷土の発展

のためには重要なことです。

この度、株式会社スーパーマルモの店舗建設に伴い、権現前遺跡の一部について記録保存を目的と

した発掘調査が行われました。

調査の成果は本文に記載されているとおりですが、土浦の古代の解明に役立つことができれば幸い

です。

最後になりましたが、調査から報告書刊行にあたり、株式会社スーパーマルモをはじめ、関係者の

皆様のご協力とご支援に対し、厚く御礼を申し上げます。

平成12年 3月

土浦市教育委員会

教育長 尾見 彰一



例  言
1.本書は、株式会社スーパーマルモ店舗建設事業に伴う、土浦市摩利山新田79-1外に所在する権現

前遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は株式会社スーパーマルモの委託を受け、土浦市遺跡調査会が実施した。

3.調査期間は1997年 (平成 9年 )ll月 25日から同年12月 20日 である。

4。 発掘調査は窪田恵一、本書の編集は福田礼子が担当した。

5。 本書の執筆は第 1章を黒澤春彦、その他を福田が行なった。

6。 整理作業の分担は下記の通りである。

遺物実測 :福田・天谷瑛子 。新井栄子・石山春美・川田光子・富田シズエ 。長嶺道子

浜田久美子・福田卓志

トレース :福田 。小松崎廣子・松川さち子

図  版 :福田
写  真 :黒澤 (遺構写真は窪田が撮影した。)

7。 本調査及び報告書作成には下記の諸機関 。方々により御協力・御助言を賜った。記して感謝の意

を表したい。 (敬称略)

株式会社スーパーマルモ・服部建築設計事務所 。羽成 茂 。宮下邦雄 。服部一男 。中島義隆
大関 武・木村時政・安達浩二 。小柳道雄 。本田信之

8。 本遺跡の資料は上高津貝塚ふるさと歴史の広場が保管する。

fアJ

1.遺構番号のうち欠呑となっているものは、調査の過程で遺構ではないと判断したものである (第

5・ 8号土坑)。

2.遺構 。遺物の縮尺は原則として下記の通りである。その他の場合も図に明記してある。

遺構―住居跡………1/60       土坑…………V40
遺物―土器…………1/4・ 1/3     土製品………V3
石器…………1/3・ 1/2。 1/1

3.遺構図の標高は海抜高を表し、m単位である。

4。 「K」 は撹乱である。

5。 遺構図・遺物図中のスクリーントーンは焼土・繊維土器を表す。

6。 遺構図中の破線は推定線を示している。

7.ピ ットの数値は住居跡床面、土坑底面からの深さである。

8.土層観察における色相の判断は『新版 標準土色帖』 (日本色研事株式会社)を使用した。
9。 遺物出土状況図中の記号は ●―土器、▲一石器を表す。
10。 記載中の ( )は現存値、[ ]は推定値を表す。

11.出土遺物図版の遺物hと 観察表中の酌、そして写真図版のhは符号する。
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第 1章 調査経過

第 1節 調査に至る経過

1997年 (平成 9年)6月 10日 に株式会社スーパーマルモより、土浦市開発行為指導要綱に基づく事前

協議申請書が土浦市教育委員会に提出された。申請地は周知の遺跡である権現前遺跡や宮前遺跡が隣

接しているため埋蔵文化財の存在する可能性が考えられる場所である。6月 18日 に現地踏査を行った

ところ、縄文土器の散布が見られたため、縄文時代の集落跡等、遺跡の存在が予想された。

当教育委員会では9月 24日 から25日 にかけて、遺跡の範囲と性格等内容把握のために試掘確認調査

を実施した。調査は幅 2mの トレンチを5ヶ所、全長179m設定し、ハードローム上面まで掘り下げ

た。その結果、開発区北側から縄文時代前期、中期の上器片や遺構が発見された。遺構の確認面は、

ソフトローム上面である。トレンチの状況から範囲は約500だで、縄文時代前期後半と中期の集落跡

であることが判明した。

試掘確認調査の結果をもとに事業者と協議を行ったが、工事の内容上、現状保存は困難であるとい

うことであった。そのため、発掘調査による記録保存を行うことで合意した。今回発見された遺跡は、

周知の遺跡である権現前遺跡と同一の遺跡として扱うことにした。

調査は土浦市遺跡調査会 (会長 須田直之)に委託し、11月 18日 、教育委員会 (教育長 尾見彰―)

が立会い者となり事業者と当調査会で契約を締結した。

書類上の手続きは 9月 24日付けで株式会社スーパーマルモから発掘届 (57条 2)が提出され、 9月

25日 に進達し、発掘調査の報告 (98条 2)については12月 5日 に提出した。

第 2節 調査経過

発掘調査は1997年 (平成 9年)ll月 25日 から12月 20日 まで19日 間実施した。主な調査内容は下記のと

おりである。

11月 25日 本日より調査を開始する。器材搬入後、遺構確認のための精査を行う。並行して基準点
の設置を行う。ラインは調査区に合わせた。

26日  雨のため作業中止。
27日  遺構確認を行う。結果、住居跡 3軒 と土坑12基が確認された。
28日 第 1～ 3号住居跡検出開始。

12月 2日  BM移動。第 1～ 3号住居跡検出。第 2～ 4号土坑検出開始。
3日 第 1・ 2号住居跡土層断面実測。第 1・ 5～ 13号土坑検出開始。
4日  第 3号住居跡土層断面実測。住居跡・土坑検出。
5日 第 1号住居跡遺物出土状況写真撮影。
6日 第 3号住居跡遺物出土状況写真撮影。
9日 第 3号住居跡遺物実測、取上げ。テストピット掘り下げ。

-1-
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(国土地理院 ■50,000地 図に加筆)
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第 2図 試掘坑配置図

10日 第 3号住居跡付属施設検出。包含層調査。
11日 第 1号住居跡遺物実測、取上げ。
12日 第 1号住居跡遺物実測、取上げ。第 3号住居跡完掘写真撮影。
13日 第 1号住居跡遺物実測、取上げ。テストピット掘り下げ。
16日 第 1号住居跡遺物実測、取上げ。調査区全景写真撮影。
本日で遺構検出作業がほぼ終了し、主な器材を撤収する。

17日 第 1～ 3号住居跡実測。
18日 土坑実測。
19日 土坑実測。調査区実測。
20日  遺構の実測が終了し、遺構の埋め戻しを行う。測量用の器材を撤収し調査終了となる。

調査終了後、12月 24日 付けで調査担当者から市教育長宛に発掘終了届が提出された。それを受けて、

12月 26日付けで、茨城県教育長宛てに発掘調査終了の確認 (依頼)、 土浦市警察署長宛てに埋蔵物発見

届を提出した。
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第 2章 遺跡概観 悌3～ 5剛

土浦市は茨城県南部に位置する。東側には霞ケ浦を望み北側は関東平野を見渡す筑波山がそびえ、

市内中央を桜川が北西側から霞ヶ浦に向かい流れている。市の地形はこの桜川により形成された沖積

層の低地を中心に、北部の新治台地と南部の筑波稲敷台地とに大きく3区分されている。筑波稲敷台

地の北側には北西側より霞ケ浦に向かい花室川が流れており、河川沿岸の台地両側は複雑に開析が進

み、多くの谷戸と小規模の台地が形成されている。

権現前遺跡はこの花室川右岸の狭い谷戸に挟まれた台地の上位面、標高約26mに位置している。低

地面との比高差は 7～ 10mである。

筑波稲敷台地の地層は 6層 よりなる下総層群を基盤とし、新期関東ローム層、沖積層と続く。下総

層群最上部の常総層は下末吉ローム層に相当し、ついで武蔵野ローム層、立川ローム層と対応する。

今回の調査ではローム層の堆積状況を確認するため、調査区の東壁・西壁各 1ケ 所に深さ約1.2mの テ

ス トピットを設定した。テス トピットの深度が浅いため立川ローム層内に留まったが、同じ台地上に

隣接する宮前遺跡の層序にほぼ対応することが確認された。本遺跡のほうが標高が高いためか宮前遺

跡では見られなかったソフトローム層の堆積が認められた (第 4図 )。 テス トピツト (No 2)で はロー

ム面が西に向かい傾斜していることが明らかとなり、現在よりも台地の平担面が狭かったことを物語

る。

往時は生活に欠かせない身近な花室川も、近年では周辺の住宅化が進み遺跡から河川流域をうかが

うことは困難となっている。

花室川と海へとつながっていた広大な霞ヶ浦、そして背後に控える筑波稲敷台地は豊かな自然の恵

みを流域に暮らす人々に供していたことであろう。

それを裏付けるように河川の流域には多くの遺跡が存在している。

旧石器時代は花室川右岸の向原遺跡 (16)か らユニットが検出されている。遺物は安山岩製のナイ

フ形石器、メノウ製の石核、黒曜石の多数の剥片が出土している。他に遺物のみが出上した遺跡とし

て同じく右岸の宮前遺跡 (2)か らは黒曜石製の削器と安山岩製の尖頭器、花室川左岸の寺家ノ後A

遺跡 (22)か らは頁岩製の彫器があげられる。流域は多くのナウマン象の化石が出土することで知ら

れており、移動してきたハンター達が残した足跡かもしれない。同じく左岸の内出後遺跡 (33)か ら

も「プレ縄文の石器を1点採集する」(註
1)と ぁるが詳細は不明である。

縄文時代早期の遺跡はわずかである。左岸の永国遺跡 (24)か ら茅山式期の住居跡、宮前遺跡
。向

原遺跡から陥し穴が報告されている。左岸のビヤ首遺跡 (25)か らは土器片が採集された。

前期にはやや遺跡数が増加する。右岸の烏山遺跡 (38)か ら関山式期の住居跡と地点貝塚、同じく

右岸の右籾貝塚東遺跡 (45)。 向原遺跡から黒浜式期の住居跡が各 1軒報告されている。本遺跡と同

じ浮島式期の集落は発見されていないが、右岸の後稲遺跡 (21)か ら浮島式の破片が採集されている。

ほかには包蔵地として右岸の宮塚遺跡 (44)、 堂地塚遺跡 (35)、 小西遺跡 (43)、 木の宮南A遺跡 (6)、

ビヤ首遺跡をあげることができる。
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中期に入ると大規模な集落がいくつか調査されている。官前遺跡からは本遺跡の前段階にあたる中

峠式期から加曽利 EⅣ式期にかけての住居跡力弩8軒、また左岸の六十原A遺跡 (28)か ら阿玉台Ⅳ式

期から加曽利EI式期の住居跡が 8軒、右岸の扇ノ台遺跡 (14)か らは住居跡17軒、摩利山遺跡 (3)
からは加曽利E式期の住居跡が 7軒報告されている。包蔵地も右岸の峰崎A・ C遺跡 (4・ 5)、 木の

宮北遺跡 (8)、 塚下遺跡 (46)、 竹ノ入遺跡 (9)、 谷原門A遺跡 (12)、 阿見町一区北遺跡 (63)、 左

岸の国分遺跡 (26)、 永国遺跡、宮久保遺跡 (23)と 前期と比べて遺跡数は増加し、縄文時代の花室

川流域は中期をピークとして次第に減少傾向となる。

後期から晩期にかけては峰崎A遺跡、宮久保遺跡、摩利山遺跡、一区北遺跡とわずかしか見られな

ヤヽ。

弥生時代に入っても希薄な時期が続き、後期になって烏山遺跡、永国遺跡で集落が展開する。包蔵

地も木ノ宮南A遺跡、右岸の永峰遺跡 (37)と 少ない。永峰遺跡では「南関東系の弥生時代終末期の

土器が出上した」住
1)と ある。

古墳時代になると再び遺跡数は増加傾向に入る。鳥山遺跡と永国遺跡は花室川を換んだ対岸に位置

し、平安時代まで続く大集落が営まれていた。特に烏山遺跡では、前期の玉作工房跡が数軒検出され

注目される。ほかには左岸の神出遺跡 (34)、 寺家ノ後A遺跡、永峰遺跡でも集落が展開している。古

墳は多くが円墳で、桜ケ丘古墳は工事中に箱式石棺が露出したとのことである。

奈良。平安時代は古墳時代から続く永国遺跡で住居跡が多数検出され、神出遺跡、扇ノ台遺跡でも

集落跡が確認されている。

中。近世の遺跡としては図示していないが右籾館跡・嵩久保一里塚等があげられる。

花室川流域は先土器時代から近世にかけて、途切れる事なく人々の足跡が残されており、土浦市の

なかでも遺跡の分布が濃密な地域のひとつである。しかしながら昭和40年代後半から50年代前半にか

けていくつかの遺跡が詳細な報告書が出ないまま消失してしまったことは、非常に残念なことであっ

た。今後三度とこのようなことが起こらないように、一層慎重に遺跡と対峙しなければならないこと

は改めてここで言うまでもないことである。

註 l 茂木雅博 F土浦の遺跡』 1984
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1975 土浦市史刊行会 『土浦市史』
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竹ノ入遺跡
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第 3章 縄文土器の分類基準

本遺跡より天箱約 8箱の土器が出上している。時期は早期後半より晩期前半に及び、量は中期後半

が最も多く次いで前期後半となる。

ここでは時期別に大きく「群」を設定し、器形・文様の特徴その他の属性により「類」と細分を行

なった。第V群とした中期後半は多量のため他群と若千分類系を異にする。器形は記載の無いものは

全て深鉢形を呈する。

第 I群 早期
第Ⅱ群 前期前半 広義の黒浜式
第Ⅲ群 前期後半
l類 諸磯 b式
2類 浮島式
A I式
B Ⅱ式
C Ⅲ式
3類 興津式
第Ⅳ群 前期末～中期初頭

第V群 中期後半
1-類 加曽利EⅡ式
2類 加曽利EⅢ式
3類 加曽利EⅣ式
第Ⅵ群 後期
ユ類 堀之内式
2類 加曽利B式
3類 安行式
4類 粗製
第Ⅶ群 晩期前半
第Ⅷ群 無文底部

調査前風景
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第 4章 発見された遺構と遺物
本遺跡からは住居跡 3軒 (1軒は竪穴状遺構)、 土坑17基 (第 5・ 8号土坑は欠呑)が検出された。

時期は大半が縄文時代で土坑は時期不明のものも見られた。遺物は天箱約 8箱の縄文時代早期後半期

から晩期前半期の土器、小ビニール 1袋程の近世から近代にかけての陶磁器が出土しているが、陶磁

器は全て小片のため図示していない。

第 1節 遺構

1.住居跡

第 1号住居跡 (第 7～■図 IPL2・ 7～ 9)

位置 調査区のほぼ中央、BoC-2・ 3グリッドに位置し南側で第 2号住居跡、西側で第19号土坑
と重複する。

規模・形状 長径 (5.5)m、 短径 (4。9)mの不整楕円形を呈し、壁高は44cmを測る。
主軸方向 N-90° ―W
壁 北東側が一部確認できなかった。床面よりほぼ直線的に立ち上がる。周溝は認められない。

床 ほぼ平坦、貼床はなく軟質。
ピット 12ケ所検出された。平面形は円形・楕円形を基調とし、径は15～55cmと まとまりがない。深

さは11～ 53cmで20cm前後のピットが多い。主柱穴に相当するのは東側の 1ケ所であろう。

炉跡 中央やや北寄りに床面を25cmほ ど掘り込んだ地床炉を lヶ所検出した。径58cmの不整円形で、

床面のロームは被熟により焼土化していた。

覆± 5層に分層された。第 2号住居跡との新旧関係は重複部分が近 。現代の耕作による撹乱を受け

ており、覆土からの観察は困難であつたが第19号土坑より新しい時期と確認された。

遺物 住居跡のほぼ中央、炉跡の南側から集中して出上している。層位的には4層直上部に位置し、

第 1次埋没後に廃棄されたと考えられる。 1は 口径 [42.6]cm、 口縁部が内彎し胴部にかけて括れる

器形を呈する。平縁で口縁に沿い隆帯文が 1条巡る。下半は0段多条 LRが全面に施文される。 2は

口径 [22.8]cm、  1と 同様の器形を呈するが、括れは緩やかである。平縁で、口縁に沿い断面形先端

が潰れ気味の三角形となる貼付文が 1条巡る。下半は単節 RL。 3は日径 [18.2]cm、 口縁が内彎する

器形を呈する。平縁で突起が lヶ所残存する。突起の両側はなでられ凹んでおり、口縁に沿う無文の

稜部となる。下半は0段多条 RLが全面に施文されている。 4は口径 [26.0]cmで、口縁郡が内彎す

る器形を呈する。平縁だが緩やかに波打ち、口縁に沿って幅の広い沈線文が 1条巡る。下半は0段多

条 LR。 5は口径 [21.4]cm、 口縁部は内彎し胴部にかけて直線的となる器形を呈する。平縁で口縁部

はなでにより無文帯が作られ、胴上半部は単節 RL、 下半は0段多条 LRと 異なる縄文が施文されて

いた。 6は口径 [24。3]cm、 口縁部が内彎する器形を呈する。口縁部に無文帯はなく0段多条 RLが

全面に施文されている。外面には炭化物が付着していた。 1～ 6は第V群 3類に相当する。

7は平縁で地文は撚糸文、半散竹管状工具による押し引き沈線が平行に2条巡る。 8は平縁で口唇

部に稜を有し外反する。ここに半散竹管状工具により下方から刺突を連続し、下半はアナグラ属系貝

― ■ ―



話 坑⑬
第12号土坑

第 1号住居跡

~     
第 1号土坑

G    ◎
第13号土坑第 9号土坑

テストピット(No l)

2号年居跡 
第2号

竜テ

テス トピッ

◎
第 7号土坑

第 6号土坑

第14号土坑

第 3号住居跡

⑬ z

罐翻癬鰯霧 基本層序作成面
0                      10ml

第 6図 遺構配置図

類の腹縁が引きずり気味に押圧される。 9は平縁で口唇部は削いだように尖っている。ここに条線帯

が施文され、下半は浅い変形爪形文が連続している。10は地文縄文で半裁竹管状工具により多段の平

行沈線文が巡る。地文の磨消は見られない。原体不明。 8。 9は第Ⅲ群 2類 C、 7・ 10は第Ⅲ群 1類

に相当する。

11～ 16は日縁部である。11は平縁で口縁部に沿い幅の広い沈線文が 1条巡り、沈線下端をなでて微

隆起線文とする。下半はここを起点とし微隆起線文により曲線文が描かれる。12は平縁で口縁に沿い

幅の広い沈線文が 1条巡り、沈線文下は無節 Lが全面に施文されている。13は波状縁で口縁部に無文

帯はなく、全面に0段多条 LRが施文されていた。また断面には接合帯強化の為と思われる凸痕が観

察された。14は平縁で口縁部になでによる無文帯が見られ、下半は0段多条 RLである。15は平縁で

口縁郡沿いに磨きによる稜部を作り出し、下半は0段多条 RLが施文されている。16は平縁で口縁下

に稜を有し下半は0段多条 RL、 稜直下は竹管状工具により円形刺突が連続する。17は把手部で橋状

を呈し、把手上と波状縁に沿った稜の下半に単節 RLが施文される。外面には炭化物が付着していた。

18は口縁下の破片である。沈線と隆帯による窓状区画文の下方は沈線文が垂下している。区画内は0

段多条 RLか。19は両側がなでられる微隆起線文により直線的な区画文が描かれ、区画内には単節 RL

が充填される。20も 同様の文様で縄文は撚りの甘い単節 LRか。21は両側がなでられる微隆起線文に

よる曲線文で単節 LRを充填される。22は垂下沈線文で縄文は0段多条 RL、 無文帯の幅は広い。23

1ま「∩」状沈線内に0段多条 LRを充填し、他は磨消される。24は 5～ 7条 1単位の櫛書き波状文が
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第19号土坑
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→
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第 2号住居跡

ν く
|

1 7.5YR2/3 黒褐色 焼土粒・ローム粒少量、粘性弱
2 7.5YR2/2 黒褐色 焼土粒・ローム粒少量、粘性・しまり弱
3 7.5YR3/4 暗褐色 焼土粒・炭化物少量、ローム粒中量、粘性 。しまり弱
4 7.5YR3/4 暗褐色 焼土粒・炭化物少量、ローム粒中量、粘性弱
5 7.5YR4/4 褐色 炭化粒・ローム粒少量、しまり弱
6 第19号土坑覆土
7 7.5YR4/6 褐色 ローム粒・焼土粒少量、第19号土坑覆土

第 7図 第 1号住居跡
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第 8図 第 1号住居跡遺物出土状況

縦位に描かれる。25。 26は 0段多条 RL施文後に条線文が垂下する。27。 28は鉢もしくは壷形の器形

を呈する。いずれも地文は無文で微隆起線文による曲線文が描かれる。11～ 17・ 19～28は第V群 3類、

18は第V群 2類に相当する。

29は波状縁で口縁部沿いが半隆起状となり、ここに単節 RLが施文される。縄文直下には刺突が連

続し、無文帯を介して同様の文様が繰り返される。30は刺突列下に曲線的な沈線文が描かれる。沈線

内は単節 RLが充填され、他は無文であった。29・ 301ま第Ⅵ群 3類に相当する。

31～ 37は底部である。31は底御 。9cm、 0段多条 RLで下半は斜位に削られている。32は底径4.9cm、

単節 RLで下半は縦磨きされる。33は底径6.Ocm、 底面はやや凸レンズ状を呈する。無文で縦削りされ

る。34は底径 [6.5]cm、 無文で縦に磨かれている。36は底径4.8cm、 単節 RLで、下半は無文である。

37は底径6.Ocm、 底面は中心部が 8 nm程上げ底であった。無文で外面は縦磨きされる。31～ 33・ 86は第

V群、他は第Ⅷ群に相当する。

38～ 44は土製品である。38・ 391よ土錘で38は縦長の楕円形、39はやや方形を呈しており、外面には

炭化物が付着していた。40～ 43は土製円盤である。40・ 41は楕円形、42は不整形、43は方形を呈して

いる。40は外面に41は断面にそれぞれ炭化物が付着していた。いずれも第V群に相当しよう。44は焼

成粘土塊と思われる。指紋の痕跡は見られないが全体が折り畳まれるようになっていた。時期は不明。

45。 46は石鏃で、ともに基部に狭り込みを有するいわゆる凹基無茎鏃である。剥片を素材としており、

周縁部の調整はあまり細かく施されていない。47は磨石類で礫そのままを素材とし、全体は平滑である。
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第 9図 第 1号住居跡出土遺物-1
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第11図 第 1号住居跡出土遺物-3

48は石核で表面には礫面を残している。また図示はしていないが流紋岩製の剥片が 1点出上している。

所見 住居跡の形状と炉跡の位置からおそらく東側が入り田部と考える。時期は出土土器より中期後
半加曽利EⅣ式期に相当する。

(単位 :

(単位

。 cm、

No 名 称 残存 大 きさ 重量 整 形 文  様 時期 備 考

土錘 完形 5.0× 3.9 22.9 一部磨り 0段多条 RL 第V群 切り目 1対

土錘 約1/2 (3.7)× (5.0) (17.→ 全周磨り 単節 RL 第V群 方形 切り目1ケ 外面炭化物

40 土製円盤 完形 5.6× 5。3 28.2 一部磨り 0段多条 LR 第V群 外面炭化物

土製円盤 約1/2 (3.4)× (4.5) (10.1) 全周磨り 0段多条 RL 第V群 断面炭化物

土製円盤 完形 3.6× 3.4 全周磨り 0段多条 RL 沈線文 第V群

土製円盤 完形 3.2× 2.5 全周磨り 単節 RL 第V群 方形

焼成粘土塊 2.9× 3.9 無文 たたまれる 不明

. cm、

No 名 称 残 存 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

石鏃 完形 チャー ト 暗青灰色 凹基無茎鏃

石 鏃 先端 。片脚欠 り。2) (1.1) (0.4) (0.9) チャー ト 凹基無茎鏃

磨石類 一部欠 (7.1) (24.1) 緑色凝灰岩

石核 4.1 52,7 凝灰岩

-17-



第14号土坑

第1号住居跡

Ъ
I

A26.0

o              2m

1 7.5YR4/4 褐色 ローム粒少量、粘性弱
2 7.5YR4/4 褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性弱
3 7.5YR4/6 褐色 炭化粒少量、ローム粒中量、粘性弱
4 7.5YR4/6 褐色 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量、しまり弱
5 7.5YR5/6 明褐色 炭化粒少量、ローム粒中量、粘性 。しまり弱
6 7.5YR3/4 暗褐色 炭化粒 。ローム粒少量、粘性・しまり弱
7 7.5YR4/6 褐色 炭化粒中量、ローム粒微量、しまり弱

第12図 第 2号住居跡

第 2号住居跡 (第 12。 13図 :PL2・ 9)

位置 調査区中央よりやや南側、B・ C-2,3グ リッドに位置する。北側で第 1号住居跡、南側で

第14号土坑と重複する。

規模・形状 長径4.36m、 短径 (3.7)mの楕円形を呈し、壁高は40cmを測る。

主軸方向 N-52° 一E

壁 第 1号住居跡との重複部を除き良好に検出された。床面よりほぼ直線的に立ち上がり、周溝は認

められない。

床 ほぼ平坦、貼床はなく軟質。
ビット 中央やや南寄りに 1ケ所検出された。径50cmの円形を呈し、深さは51cmを測る。

炉跡 検出されなかった。
覆± 7層に分層された。近似した層が水平に堆積しており、埋め戻し土と考えられる。本遺構は第

14号土坑より古い時期と確認された。
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遺物 全て床面より浮いた状態で散在していた。 1・ 2は胎土に繊維を混入し、同一片である。半裁

竹管状工具による押し引き文が平行に引かれ、この間は無文となる。地文は0段多条 RLか。第Ⅱ群

に相当する。

3は平縁で先細 り状の回唇部は楕円形の連続刺突により小波状を呈する。口唇部下は条線帯が施文

され、下半は半載竹管状工具により矢羽状文が描かれる。 4は平縁で口縁部に輪積み痕をそのまま残

し、この上方は無文帯、輪積み部から下半にかけてハマグリ系貝類による波状文が描かれる。 5はゆ

るやかな波状縁を呈し、幅の広い口唇部に斜刻文が連続する。下半はアナグラ属系貝類腹縁による波

状文に重複して押し引き文が描かれる。 6は平縁で口唇部に板状工具による刻文が連続し、下半は斜

位の条線文が描かれる。 7はハマグリ系貝類による波状文である。 3～ 7は第Ⅲ群 2類で、 7以外は

同Cに相当する。

8は無節 Lの結節縄文か。第Ⅳ群に相当する。

9は平縁で内彎し、回縁部に沿い沈線が 2条巡り、この沈線上に円形刺突が連続する。下半は地文

L撚糸文で連弧文が描かれる。外面には炭化物が付着していた。10は平縁で内彎し、地文は単節 RL

で回縁部に沿い円形刺突が連続する。下半は「∩」状沈線文で沈線内は磨消され無文となる。口縁部

に無文帯は見られない。内外面には炭化物が付着していた。11は平縁で内彎し、口縁部に沿い平行沈

線文が 1条巡り、下半は曲線的な沈線文が描かれ単節 RLが施文されている。外面には炭化物が付着

していた。12は波状縁で口縁下に沈線文が水平に巡る。下半は地文 0段多条 RLで曲線的な沈線文が

描かれる。13は波状縁で直線的に立ち上がる器形を呈する。口縁下に無文帝はなく、 0段多条 RLが

施文され沈線文が垂下する。外面には炭化物が付着していた。14は平縁で 5～ 6条 1単位の条線文が

垂下する。外面には炭化物が付着していた。15は地文がR撚糸文でおそらく連弧文となろう。16は地

文 0段多条 LRで沈線文が垂下し、沈線間は無文となる。連弧文となろうか。17は口縁下の破片であ

る。隆帯とこれに沿う沈線により窓状区画文が描かれる。区画下は沈線文が垂下し、単節 RL部が交

互に磨消される。18も 同様である。19は沈線文が沿う微隆起線文により曲線文が描かれる。単節 LR

か。20,21は沈線文が垂下し、単節 RLが交互に磨消される。20の上方の輪積み面におそらく接合帯

強化の為と思われる刻みが観察された。外面には炭化物が付着していた。22は単節 RLで垂下沈線文

間は磨消され、外面には炭化物が付着していた。23は沈線文が垂下し、 0段多条 RL上に波状文が描

かれる。24は微隆起線文沿いに単節 RLが施文されている。 9,15・ 16は第V群 1類、10・ 17～21は

第V群 2類、11～ 14・ 22～ 24は第V群 3類に相当する。

25は浅鉢で、外面は良好に研磨され、内面は上半平行沈線文間に斜刻文を充填し、下半は無文とな

る。26は半隆起状に高まる横位沈線間に単節 RLが充填され、下端の沈線上は刺突が連続する。27は

円形貼付文を付し、貼付上に入り組み文風の沈線文が描かれる。単節 LRが充填され、下半沈線間に

は細かな斜刻文が連続していた。25は 第Ⅵ群 2類、26・ 27は第Ⅵ群 3類に相当する。

28・ 29は底部である。28は底径4.9cmで底面は凸レンズ状を呈し、外面は無文である。29イよ底径6.5cm、

外面は無文で磨かれている。底面には 1本越え 1本潜 り1本送りのザル編み痕がみられた。28は 第V

群、29は第Ⅵ群に相当する。

30は石皿である。使用面はおそらく1面で大きく凹んでいる。残存部は一部で、使用時にこのような

破損状況はとらない為故意に壊されたものであろう。31は凹基無茎鏃で体面中央部は 1次剥離面が残る。
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第 2号住居跡出土遺物
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所見 住居跡としてここで扱ったが、炉跡が無い点やピットが中央に 1ケ 所の点から住居跡とするに
は難しいと考える。竪穴状遺構として理解しておきたい。第 1号住居跡との時間的位置付けは覆土が

撹乱されており確認できなかった。また重複する第14号土坑の時期も明確ではないため、出土遺物か

ら時期は中期後半期の範疇とするに留めたい。

(単位 . cm、

No 名 称 残 存 長さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

石皿 一部残 (5.7) (7.9) (225.2) 安山岩 使用面 1面

石鏃 先端・両脚欠 (0.4) チャー ト 暗青灰色 凹基無茎鏃

第 3号住居跡 (第 14～ 16図 :PL3・ 10)

位置 調査区西側A・ B-3・ 4グ リッドに位置する。重複のない単独の住居跡である。
規模・形状 長径5.4m、 短径5,2mの 円形を呈し、壁高は60cmを 測る。
主軸方向 N-118° 一E

壁 良好に検出された。床面よりほぼ直線的に立ち上がり、周溝は認められない。
床 若干の凸凹を有する。貼床はなく軟質。北側壁沿いに床面より18cm程高まるテラス状の面が検出
された。

ピット 30ヶ 所検出された。平面形は円形・楕円形・不整形を呈し、径15～ 100cmを測る。深さは15

～127cmで、深さ50cm以上の主柱穴と想定されるピットはloヶ所確認された。これらは炉跡の内側を

環状に巡つていた。また北側の大きなピット内からは土器がまとまって出土しており、貯蔵穴として

の性格が考えられる。

炉跡 東側奥壁側に地床炉が3ケ所検出された。東よりA・ BoCと呼称する。規模・形状はA一平
面精円形、長径65cm、 深さ7 cm、 B―平面不整形、長径 (45)cm、 深さ1lcm、 C―平面ほぼ円形、長

径50cm、 深さ5 cmを測る。炉B覆土中より50点程の主としてチャート製のチップが出土した。この他

炉A・ C間に焼土溜まりが2ヶ所見られた。

覆± 8層に分層された。壁際にローム粒子の混入が見られ壁崩れ土と思われる。

遺物 広い範囲に散在し、床面より浮いているものが多い。北側の大きなピット内よりまとまって出
上している。 1は尖底部で外面には縦削りが施される。第 I群沈線文系に相当する。

2～ 4は胎土に繊維の混入が見られた。 2は半裁竹管状工具による弧の浅いコンパス文で、下半に

縄文がわずかに観察されたが原体は不明である。 3は R撚糸文か。 4は底部で底径5。 lcm、 半散竹管状

工具で押し引きされ底面は無文であった。第Ⅱ群に相当する。

5は波状縁で、日縁に沿い2条の浮線文が巡り、この上に半裁竹管状工具による爪形文が連続する。

波頂部下には円形貼付文が付される。 6は平縁で口唇部が外削ぎ状を呈し、ここに条線帯が施文され

稜を形成する。下半はアナグラ属系貝類腹縁による波状文が、多段にわたり施文されている。 7・ 8

は平縁で口唇部が外削ぎ状を呈し、 7は斜刻文、 8は条線帯が施文される。下半は浅い変形爪形文で、

7は文様間に刺突が連続する。外面には炭化物が付着していた。 9は平縁で2段残る輸積み上に指頭

痕が連続するいわゆる凸凹文である。下半はアナグラ属系貝類腹縁による波状文で、外面には炭化物

が付着していた。10は平縁で口唇部は外削ぎ状を呈し、ここに条線帯が施文される。下半はアナグラ
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7.5YR3/3 暗褐色 焼土粒・炭
化粒・ローム粒少量、粘性弱
7.5Y爵/4 暗褐色 焼土粒・炭
化粒少量、ローム粒中量、白色

粒少量、粘性弱
7.5YR2/3 極暗褐色 焼土粒・
炭化粒・ローム粒少量、粘性弱
7.5Ⅵ望/4 褐色 焼土粒・炭化
粒 。ローム粒少量、粘性・しま

り写耳
7.5YR4/6 褐色 炭化粒少量、
ローム粒中量、しまり弱
7.5YI望/4 褐色 焼土粒少量、
ローム粒中量、粘性・しまり弱
5YR3/4 極赤褐色 焼土中～
粒多量、炭化粒中量、ローム粒

少量、粘性弱

0               2n

第14図 第 3号住居跡
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第15図 第 3号住居跡遺物出土状況

属系貝類による波状文で、波状文の下端が三角文となる。外面には炭化物が付着していた。nは平縁

で、口唇部は平坦で多段にわたり輪積み痕を残している。下半は不明。12は多段にわたる浮線文でこ

の上に半裁竹管状工具による爪形文が連続する。13は地文に原体不明の縄文があり、半裁竹管状工具

による平行線間に弧線文・斜行文が描かれる。14は浅鉢形と思われる。稜を有しここに細かな斜刻文

が施文され、直下は同様の文様で刻文の向きを変えている。曲線的な区画文間にも刻文が見られた。

遺構外出土土器 (第28図 15)と 同一個体と思われる。15は横位沈線文間に浅い変形爪形文、下半はア

ナグラ属系貝類による波状文が描かれる。7と 同一個体であろう。外面には炭化物が付着していた。

16はアナグラ属系貝類腹縁による波状文である。17は板状工具による平行線文が描かれ、この間は斜

行文、上下方はアナグラ属系貝類腹縁による波状文が連続する。 5～ 16は第Ⅲ群で 5・ 12～ 14は 1類、

6は 2類 B、 7～ ll。 15は 2類 C、 17は 3類に相当する。

18～21は底部で全て無文であった。18は底径 [8.2]cm、 外面は削りを有し、底面には編み物の痕跡が

観察された。19は底径 [8。6]cm、 外面は横磨きされ内面には炭化物が付着していた。20は底径 [8,4]cm、

底面 。内外面ともに磨かれていた。21は底径7.9cmで 内外面共に磨きがなされ、内面には炭化物が付着

していた。第Ⅷ群に相当する。

22は底径8.Ocm、 底部は直線的に立ち上がり口縁に向かい胴中位よりゆるやかに外反する。上半はハ

〇
．Φ
ミ
０
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0                    10cm

誹 簿2期解3院托盛割 5

0             10cm

第16図 第 3号住居跡出土遺物
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マグリ系貝類腹縁による波状文が多段にわたり、これに重複してアナグラ属系貝類による押し引き文

が施文されている。場所を変えて同じ部位には三角文も連続して見られた。下半は無文で縦磨きされ

る。内面は二次焼成を受け器面が非常に荒れており、オコゲ状の炭化物が付着していた。第Ⅲ群 2類

Cに相当する。

23は石鏃の先端部で、側縁には細かな調整剥離が施される。24は石鏃の未製品である。 1次剥離か

ら形状を整える過程で折損したのであろう。

所見 炉跡の位置から入り口部は西側と想定される。炉跡は3ケ所確認されたが炉Bを壊してピット
を構築しており本炉跡は古い。他炉跡の新旧関係は不明である。時期は北側ピット内の出土遺物から

前期後半浮島Ⅲ式期に相当する。

(単位 :

2.土坑

第 1号土坑 (第 17図 IPL4・ 11)

位置 調査区東側D-1グリッドに位置する。
規模 。形状 長径 (109)cm、 短径89cmの楕円形を呈し、深さは87cmを測る。坑底は平坦で壁は外傾
して立ち上がる。南側は耕作による撹乱を受けていた。

長軸方向 N-40° 一E

覆± 3層に分層された。 1・ 3層 にローム質上の混入が見られ、埋め戻し上と考えられる。

遺物 覆土中より出土している。 1は波状縁で口縁に沿い扁平な浮線文が巡る。浮線文上は半萩竹管
状工具による爪形文が連続していた。 2は地文縄文だが原体は不明、半森竹管状工具による平行沈線

文が描かれる。第Ⅲ群 l類に相当する。 3はアナグラ属系貝類腹縁による波状文である。第Ⅲ群 2類

に相当する。

4は平縁で内彎する器形を呈する。口縁に沿い浅くなでた様な沈線文が 1条巡り、口縁下には楕円

形区画文が描かれる。区画内は単節 RLが見られた。 5は平縁で内彎する器形を呈し、口縁に沿って

幅の広い沈線文が 1条巡る。下半は地文無節 Lで「U」 字状区画文が描かれ、無文帯は見られない。

6は屈曲部で片側に沈線が沿う隆帯文により楕円形区画文が描かれる。区画内は縄文が施文されてい

るが残存部が少なく原体は不明である。 7は横位に巡る平行線間を無文とし、この上下方は4～ 6条

を1単位とする条線文が縦方向に施文され、下半の垂下沈線文間も無文とする。 8は横位沈線文に接

続する垂下沈線文である。地文は0段多条 RLで沈線間は磨消されていた。 9は沈線による曲線文、

無節 Lが充填されている。内面には炭化物が付着していた。10は垂下沈線文で無節 Lが施文される。

縄文帯と無文帯の幅は不規則であった。■は両側がなでられる微隆起線文による曲線文で、単節 RL

が施文されていた。 4・ 5。 9は第V群 2類、 6～ 8は第V群 1類、10。 ■は第V群 3類に相当する。

12・ 13は底部である。12は底律 ,Ocm、 外面は器面が荒れており縄文の有無は不明である。底面は磨

かれていた。13は底径8.Ocm、 底部より直線的に立ち上がり外反する器形を呈する。無文で外面・底面

。 cm、

No 名 称 残 存 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

石鏃 約V2 チャー ト 先端部

石鏃未製品 一部欠 (2.0) (0.5) 黒色安山岩
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7.5YR2/2 黒褐色 焼土粒少量、炭化物中量、ロ
ーム中・粒中量、粘性・しまり弱
7.5YR3/3 暗褐色 焼土粒・炭化粒極少量、ロー
ム粒中量、粘性弱
7.5YR4/6 褐色 炭化粒中量、ローム大～小少
量、粒多量、粘性・しまり弱

芦 憔2覇可1
欝 ガ 3

第17図 第 1号土坑・出土遺物

共に磨かれていた。外面には炭化物が付着していた。第Ⅷ群に相当する。

14は土製円盤である。完形で周縁は一部磨られていた。

時期 中期後半期に相当すると思われる。

〃

‐‐
９

Ｗ

〃

川

0                10cm
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(単位 i c14、 g)

No 名 称 残存 大 きさ 重量 整 形 文  様 時期 備 考

14 土製円盤 完形 4.7X44 22.8 一部磨り 0段多条 RL 沈線文 第V群

第 2号土坑 (第 18図 IPL4)
位置 調査区東側DoE-2グ リッドに位置する。
規模・形状 長径 (100)cln、 短径 (84)cmの楕円形を呈し、深さ33cmを 測る。坑底は起伏を有し、壁
は直線的に外傾して立ち上がる。東側は耕作による撹乱を受けている。

長軸方向 N-15° 一W
覆± 2層に分層される。壁際は撹乱を受けていた。

遺物 覆土中より中期後半片 2点、無文片 3点出上したが小片のため図化していない。
時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第 3号土坑 (第 18図 :PL4)
位置 調査区南側D-3・ 4グ リッドに位置する。
規模・形状 長径108cm、 短径70cmの精円形を呈し、深さ27cmを測る。坑底は平坦で壁はゆるやかに

外傾して立ち上がる。

長軸方向 N-57° 一E

覆± 2層に分層される。覆土中央に大きく撹乱を受けている。

遺物 覆土中より縄文片 2点、無文片 1点出土した力Mヽ片のため図化していない。
時期 遺物は坦没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第 4号土坑 (第 18図 IPL4。 11)

位置 調査区南側D-4グ リッドに位置する。
規模・形状 長径150cm、 短径122cmの楕円形を呈し、深さ26cmを測る。坑底は平坦で壁はゆるやかに

外傾して立ち上がる。坑底西側には径26cm、 深さ■cmの円形ピットが見られた。

長軸方向 N-77° 一E

覆± 2層に分層される。西側に大きく撹乱を受けている。

遺物 覆土中より3点出土した。 lは胎土に繊維を混入し、単節縄文が羽状に施文されている。第Ⅱ
群に相当する。 2は平縁で口唇部は幅が広く外傾している。ここに半裁竹管状工具による斜刻文が連

続し、下半は有節平行線文・斜位刺突文が描かれる。 3はアナグラ属系貝類腹縁による波状文が描か

れる。 2・ 3は第Ⅲ群 2類、 2は同Bに相当する。

時期 前期後半期の可能性が考えられる。
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第 2号土坑
1  7.5YR3/4
2  7.5YR4/6

第 3号土坑
1  7.5YR4/4

2 7.5YR4/6

第 4号土坑
1  7.5YR4/4

2 7.5YR4/6

暗褐色 炭化粒微量、ローム粒少量、粘性弱
褐色 炭化粒少量、ローム粒中量

褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性 。しまり弱
褐色 炭化粒微量、ローム粒中量、粘性・しまり弱

褐色 炭化粒微量、ローム粒少量、粘性 。しまり弱
褐色 炭化粒微量、ローム粒中量、粘性 。しまり弱

第18図 第 2・ 3・ 4号土坑 。第 4号土坑出土遺物

第 6号土坑 (第 19図 IPL4・ 11)

位置 調査区南側C-4・ 5グ リッドに位置する。

規模・形状 長径125cm、 短径■8cmの円形を呈し、深さ84cmを 測る。坑底は平坦で、壁は直線的に外

傾して立ち上がる。

覆± 7層 に分層された。全体にローム質上の混入が見られ、埋め戻し上と考えられる。

遺物 覆上下位より出土している。 1は胎土に繊維を混入し、単節 LRが施文されている。第Ⅱ群に

相当する。 2は平行に巡る浮線文で斜刻文が連続し、下半は単節 LRである。 3は アナグラ属系貝類

腹縁が押圧される。 2は第Ⅲ群 l類、 3は第Ⅲ群 3類に相当する。 4は垂下沈線文で単節 RLと 無文

帯が交互に施文されている。 5は両側がなでられる微隆起線文による曲線文が垂下し、縄文は単節 LR

である。 6は底部直上の破片で、 3条 1単位の条線文が垂下する。 4は第V群 2類、 5。 6は第V群

3類に相当する。 7は無文底部である。底径5.8cm、 外面・底面は磨かれていた。第Ⅷ群に相当する。

時期 土坑下位より出土した土器により中期後半期に相当すると思われる。
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Og 7.5YR4/4

7.5YR3/4

粘性・しま
7.5YR4/4
量、粘性弱
7.5Y踏/4
7.5YR4/6

り写司
7.5YR4/6

ま り耳司
7.5YR4/6

ま り耳ヨ

褐色 炭化粒微量、ローム粒少量、粘性弱
暗褐色 炭化物・ローム大微量、ローム粒少量、
り耳母
褐色 炭化粒・ローム粒中量、ローム中・小少

暗褐色 ローム粒中量、粘性・しまり弱
褐色 ローム小少量、ローム粒中量、粘性・しま

褐色 炭化粒・ローム粒中量、ローム中微量、し

褐色 炭化粒少量、ローム大～粒中量、粘性 。し

鰯 塞Ⅷ輝2鰯 〃|

鰯鮎現ヒ階7
第19図 第 6号土坑 。出土遺物

第 7号土坑 (第20図 IPL4・ ■)

位置 調査区南側 B・ C-4グ リッドに位置する。

規模 。形状 長径126cm、 短径■Ocmの円形を呈し、深さ95cmを 測る。坑底は平坦で壁は直線的に立ち

上がる。

覆± 6層 に分層された。 3・ 5層 にローム質上の混入が見られ、埋め戻し土と考えられる。

遺物 坑底部より出上している。 1は平縁で口径 [20。8]cm、 口縁部が内彎し、ゆるやかに括れる器

形を呈する。日縁に沿い口縁下無文帯と同じ幅の沈線文が 1条巡る。下半は単節 RLである。第V群

3類に相当する。 2～ 4は胎土に繊維を混入していた。 2は単節縄文が羽状に施文されている。 3は

屈曲部で無節 L、 4は半我竹管状工具によるコンパス文が描かれる。第Ⅱ群に相当する。 5はゆるや

かな波状縁で内彎する器形を呈する。口唇部は平坦で直線的な浮線文上に細かい斜刻文が連続する。

6はアナグラ属系貝類腹縁による波状文、 7は変形爪形文で、貝による施文かもしれない。 8は三角

文が多段にわたっている。 5は第皿群 1類、 6～ 8は第Ⅲ群 2類で 8は同Cに相当する。 9は波状縁

で口縁に沿う沈線文が 1条巡る。沈線下は円形竹管文が連続し、下半は地文単節 RLで曲線的な沈線

文が描かれる。磨消は見られない。内外面には炭化物が付着していた。10は壷もしくは鉢形を呈する
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1 7.5YR3/4 暗褐色 焼土粒少量、炭化粒・ローム粒中量、粘
性 。しまり弱

二       2 7.5YR2/3 極暗褐色 焼土粒・炭化粒・ローム粒中量、粘性
写]
3 7.5YR3/3 暗褐色 焼土粒・ローム中。小少量、炭化粒・ロ
ーム粒中量、粘性弱
4 7.5YR4/6 褐色 焼土粒・炭化粒微量、ローム粒少量、粘
性 。しまり弱
5 7.5YR3/4 暗掲色 焼土粒微量、炭化粒・ローム大～小少
量、ローム粒中量、粘性 。しまり弱
6 7.5YI望/6 褐色 焼土粒・炭化粒中量、ローム粒少量、しま
り冒母

爛鍵〃
70             1ocm 錢昴Ⅲ 饉み〃

65

柳9
μ
‐―
胤

一駆
Cm

第20図  第 7号土坑・出土遺物

o               3cm
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⑤

一

i■k＼

26.0

第 9号土坑

色

色
褐

褐
7.5YR4/4

7.5YR4/6

ｉＯｃｍ

拘

‐―

脚

26.0

♀______Ⅲ __―――→m

第21図 第 9。 10号土坑 。出土遺物

7.5YR4/6 褐色 ローム粒少量、しまり弱
7.5YR4/4 褐色 炭化粒・ローム小・粒少量、
り耳母
7.5YR3/4 暗褐色 炭化粒・ローム粒中量、
量、しまり弱

炭化粒・ローム粒少量、粘性・しまり弱

炭化粒少量、ローム粒中量、粘性弱

粘性 。しま

ローム中少

器形である。平縁で微隆起線文による曲線文が描かれる。薄手で外面には赤彩が施されていた。11は

口縁部下の破片である。片側に沈線が沿う隆帯文による区画文で、区画内には0段多条 RLが施文さ

れていた。 9・ 10は第V群 3類、11は第V群 2類に相当する。

12は石鏃の未製品で一部に礫面が残る。

時期 土坑下位より出上した土器により中期後半加曽利EⅣ式期に相当する。
(単位

第 9号土坑 (第21図 IPL5。 12)

位置 調査区北側 Z-1グ リッドに位置する。

規模・形状 長径109cm、 短径 (102)cmの円形を呈する。深さ・坑底の形状は耕作による撹乱のため

不明である。

覆土 撹乱上は2層 に分層された。

遺物 覆土中より1点出土している。平行沈線による菱形区画文が描かれ、区画内はアナグラ属系貝

: cln、

h 名 称 残 存 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

石鏃未製品 チャー ト
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7.5Ⅵ鵡/4 暗褐色 炭化粒 。ローム粒少
量、粘性 。しまり弱
7.5ⅥM/4 褐色 炭化粒少量、ローム粒
中量、粘性 。しまり弱
7.5YR4/6 褐色 炭化粒・ローム粒少
量、粘性 。しまり弱
7.5YR4/4 褐色 炭化粒中量、ローム大
～池多量 粘性・しまり弱
7.5YR3/4 暗褐色 炭化粒少量、ローム
大～粒中量、粘性・しまり弱
7.5YR5/6 明褐色 ローム大～粒多量、
粘性 。しまり弱

鯵覇姦氣_乾
霧〃3

第22図  第11号土坑 。出土遺物

類による押圧が充填している。第Ⅲ群 3類に相当する。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第10号土坑 (第21図 :PL5・ 12)

位置 調査区北側A-1グ リッドに位置する。

規模・形状 長径106cm、 短径87cmの精円形を呈し、深さは70cmを測る。坑底は平坦で形状は開口部
と相似形をなさない。壁は直線的にタト傾して立ち上がる。

長軸方向 N-78° 一E

O/

-32-



覆± 3層に分層される。埋め戻し土か。

遺物 覆土中より出土している。 1は地文無文、半我竹管状工具による斜位沈線文で、第Ⅲ群 2類 A

に相当する。 2は沈線が沿う隆帯文による曲線文で、 0段多条 RLが施文される。第V群 1類に相当

する。 3は波状縁で波頂部に凹みを有している。口唇部下はなでにより幅の狭い無文帯とし、下半は

単節 RLが施文されている。第Ⅵ群 4類に相当する。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第11号土坑 (第22図 IPL5。 12)

位置 調査区北側A・ B-0。 1グ リッドに位置する。
規模・形状 長径 (240)cm、 短径■5cmの長楕円形を呈し、深さ123cmを 測る。開口部は耕作による

撹乱を受けている。坑底は階段状を呈し、壁は急角度で直線的に立ち上がる。

長軸方向 N-56° 一W
覆± 6層に分層される。下位にローム質上の混入が見られた。

遺物 覆土中より出土している。 1は胎土に繊維を混入している。波状縁で口縁に沿い半裁竹管状工

具による数条の平行沈線文が巡り、地文は単節 RLで第Ⅱ群に相当する。 2は平縁で口唇部カシ博Jぎ

状を呈し、ここに条線帯が施文される。下半は地文無文で有節平行線文が描かれる。第Ⅲ群 2類 B～

Cに相当しよう。 3は沈線による直線的な区画文が描かれ、区画内には貝殻文が充填される。第Ⅲ群

3類に相当する。

所見 形状から縄文時代の陥し穴と想定される。遺物は埋没過程の流れ込みによるものである。

第12号土坑 (第23図 :PL5。 12)

位置 調査区北東側B・ C-1グリッドに位置する。
規模・形状 長径188cm、 短径167cmの不整形を呈し、深さ38cmを測る。坑底は平坦で壁は直線的に外

傾して立ち上がる。

覆± 4層に分層された。

遺物 覆土中より出土した。 1,2は平縁で共に口唇部外削ぎ状を呈し、ここに条線帯が施文される。
2は板状工具によると思われる。 1は下半が刺突、 2は半裁竹管状工具による凸凹文が描かれていた。

第Ⅲ群 2類 Cに相当する。 3は平縁で口唇部は平坦、外反する器形を呈する。下半は半裁竹管状工具

による横線文である。第Ⅵ群 4類に相当する。

4は石核で加撃面と側縁部に礫面を残している。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

(単位 i cln、 g)

No 名 称 残 存 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

4 石核 チャート 暗青灰色

第13号土坑 (第 23図 :

位置 調査区東側C-1

PL5。 12)
。2グ リッドに位置する。
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⑮

一

1 7.5YR3/4 暗褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性・しまり弱
2 7.5YR4/6 褐色 炭化粒少量、ローム粒中量
3 7.5YR5/6 明褐色 炭化粒少量、ローム粒中量
4 7.5YR4/6 褐色 炭化粒少量、ローム泣中量

26.0

簸 〃1
0                  10cm

第13号土坑
1 7.5YR4/6 褐色 炭化粒微量、ローム粒中量、粘性・しまり弱

唇ヽ
O

第23図 第12・ 13号土坑・出土遺物

規模・形状 長径 (98)cm、 短径 (85)cmの不整形を呈すると思われるが、耕作による撹乱を受けて

おり不明である。深さは17cmを測る。坑底は起伏を有し、壁はゆるやかに外傾する。

覆±  1層である。

遺物 覆土中より1点出土している。平行沈線間に刺突が連続し、下半は曲線的沈線文内に刻文が施

文される。第Ⅵ群 3類に相当する。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第14号土坑 (第24図 IPL5。 12)

位置 調査区中央C-3グ リッドに位置する。第 2号住居跡と重複しており、本土坑が新しい。
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7.5YR3/4 暗褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性弱
7.5YR2/3 極暗褐色 焼土粒少量、炭化粒・ローム
小・粒中量、粘性弱
7.5YR3/4 暗褐色 焼上粒・ローム中中量、炭化粒
少量、ローム粒多量、粘性 。しまり弱
7.5YR4/4 褐色 炭化粒・ローム中・小少量、ロー
ム粒多量、粘性 。しまり弱
7.5YR4/6 褐色 炭化粒・ローム中・粒少量、しま
りなし

A26.0

第24図 第14号土坑 。出土遺物

規模・形状 長径172cm、 短径157cmの円形を呈し、深さ96cmを 測る。坑底は平坦で壁は直線的に外傾
して立ち上がる。

覆± 5層に分層された。ローム質上の混入が見られ、埋め戻し土と考えられる。

遺物 覆土中より2点出上している。 1は上端に沈線文が描かれ下半は0段多条 RL、 第V群 1類に
相当する。 2は口縁部屈曲下で沈線文が垂下する。縄文の有無は不明、第Ⅵ群 1類に相当する。共に

外面に炭化物が付着していた。また図示はしていないが黒色安山岩製の剥片が出上している。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

第15号土坑 (第25図 :PL5。 12)

位置 調査区東側C,D-1グ リッドに位置する。
規模・形状 長径128cm、 短径102cmの楕円形を呈し、深さ88cmを 測る。坑底は平坦で壁は直線的に外
傾して立ち上がる。

長軸方向 N-48° 一E

覆± 5層 に分層された。覆土中～下位にかけてローム質上が混入していた。

遺物 覆土中より出土している。 1は半裁竹管状工具による斜位沈線文が左→右方向へ施文される。
2はハマグリ系貝類腹縁による波状文が描かれる。共に第Ⅲ群で 1は 1類、 2は 2類に相当する。 3

は平縁で内彎する器形を呈する。口縁に沿い円形竹管文が 2列並び、下半はL撚糸文である。おそら
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1

2

~~~~~      3

4

5

7.5Y踏/4 暗褐色 焼土粒・ローム粒少量、炭化粒中量、粘性弱
7.5YR4/6 褐色 焼土粒微量、炭化粒・ローム粒少量、粘性 。し
ま り耳写
7.5YR4/6 褐色 焼土粒・炭化粒・ローム小少量、ローム粒中量
7.5YR5/8 明褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性 。しまり弱
7.5YR4/4 褐色 炭化粒 。ローム中。小中量、ローム大少量、ロ
ーム粒多量、粘性・しまり弱

m

鞄輿μ6 ( 1磐 8

ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｕ

９

‐（い中］〕〕）‐

第25図 第15号土坑・出土遺物

く連弧文であろう。 4は横位沈線に接し沈線文が垂下している。5,6は垂下沈線文で 5は 0段多条
RL、 6は単節 RLを交互に磨消している。 3～ 6は第V群 2類に相当する。 7・ 8は無文底部である。

7は底径 [9,0]cm、 全体は磨かれていた。 8は底径 [7.6]cmで、底面は磨かれていたが編み物痕が

一部観察できた。第Ⅷ群に相当する。

9は土錘である。完形で縦長の楕円形を呈する。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。

(単位 :cln、 g)

No 名 称 残存 大きさ 重量 整 形 文  様 時期 備 考

9 土錘 完形 3.8× 3.1 全周磨り 0段多条 RL 第V群 切 り目 1対

第16号土坑 (第26図 :

位置 調査区西側 Z-3

PL5)

グリッドに位置する。
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⑬
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26.0

26.0

第16号土坑

一
l

第17号土坑
1 7.5YR4/6 褐色 炭化粒微量、ローム粒少量、粘性
しまり弱
7.5YR4/6 褐色 炭化粒・ローム粒少量、しまり弱
7.5YR5/6 明褐色 炭化粒少量、ローム粒中量、粘性
昂耳

第18号土坑
1 7.5YR4/6 褐色 炭化粒・ローム粒少量、粘性 。しま
り写司
2 7.5YR4/4 褐色 炭化粒中量、ローム粒少量、粘性弱
3 7.5YR5/8 明褐色 炭化粒少量、ローム粒中量、粘
性 。しまり弱

第18号土坑

♀______拝 __――-4m

第26図  第16・ 17・ 18号土坑

規模・形状 長径 (135)cm、 短径 (115)cmで耕作による撹乱を受けるが、おそらく楕円形を呈する

と思われる。深さは35cmを測 り、壁はゆるやかに外傾して立ち上がる。坑底は起伏が見られ、西側に

は径23cm、 深さ34cmの楕円形ピットを有する。

長軸方向  (N-75° 一E)

遺物 出上していない。

時期 不明である。

第17号土坑 (第26図 :PL6)

位置 調査区南側DoC-3グ リッドに位置する。

規模・形状 長径117cm、 短径113cmの円形を呈し、深さは40cmを測る。坑底はほぼ平坦で壁は直線的

に外傾して立ち上がる。

覆± 3層 に分層される。

遺物 覆土中より前期後半片 1点、条線文片 1点が出上しているが小片のため図化していない。

時期 遺物は埋没過程の流れ込みによるものだが、覆土観察等から時期は縄文時代と思われる。
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第 1号住居跡

④

26.0

ヽ

第 1号住居跡Ⅲ建

0                   10cm

第27図  第19号土坑 。出土遺物

第18号土坑 (第26図 :PL6)

位置 調査区C-1グ リッドに位置する。

規模・形状 長径128cm、 短径102cmの楕円形を呈し、深さ35cmを測る。壁は外傾して立ち上がる。坑

底は起伏を有し、西側に 2ヶ所径15～ 20cm、 深さ19～39cmの ピットが見られた。

長軸方向 N-28° 一E

覆± 3層 に分層された。

遺物 出土していない。

時期 不明である。

第19号土坑 (第27図 :PL6。 12)

位置 調査区中央B-2・ 3グ リッドに位置する。第 1号住居跡と重複し本土坑が古い。調査時は第
1号住居跡の一部と位置付けられたが、住居跡のプランが乱れること、住居跡の時期と異なる遺物が

集中して出土している状況などから土坑として分離し扱うこととした。

規模・形状 規模は不明だが形状はおそらく円形であろう。坑底部に径90cm、 深さ20cmの不整形ピッ

トを有し、この底面には起伏が見られた。壁は直線的に外傾して立ち上がり、深さ35cmを測る。
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覆土 第 1号住居跡により大きく壊されている。

遺物 下位ピット範囲内の覆土中位より出土している。 1は平縁で口径 [35,0]cm、 口唇部が外削ぎ

状を呈し、ここに斜刻文が連続する。貝殻による施文かもしれない。下半はアナグラ属系貝類波状文

で、施文方向は水平ではなく向きがさまざまに変化している。 2は平縁で外反する器形を呈する。日

唇部は外削ぎ状でここを稜とし、棒状工具による縦方向の刺突が連続する。条線帝といえるかもしれ

ない。下半は変形爪形文で、この間を斜位刺突文が逆方向に描かれる。変形爪形文の下はアナグラ属

系貝類による押し引き文が見られ、再度変形爪形文へと続く。 3は平縁で直線的に立ち上がる器形を

呈する。日唇部外削ぎ状でここに斜刻文が連続する。下半は幅の広い平行線文間に多段にわたり変形

爪形文が施文される。 4は緩やかな波状縁で、大きく内彎する器形を呈する。口縁部と屈曲部上に斜

刻文を有する浮線文が巡 り、この間を同様の浮線文により斜行文が描かれる。波頂部には円形貼付文

が付されていた。 5は上方は変形爪形文、下方はアナグラ属系貝類による波状文である。 1～ 5は第

Ⅲ群で 1～ 3は 2類 C、 4は 1類に相当する。 6は底部で底径8,8cm、 無文で全体が磨かれており、内

面には炭化物が付着している。第Ⅷ群に相当する。

時期 前期後半浮島Ⅲ式期に相当する。

第 2節 遺構外出土遺物 (第 28・ 29図 :P L13・ 1つ

1.土器

1～ 9は胎上に繊維を混入している。 1は波状縁で水平に途切れる沈線が 1条巡る。下半は縄文か、

原体不明。 2は平縁で口唇部は平坦、半裁竹管状工具による刺突列が連続する。 3は地文単節 LRで

上半に途切れる短沈線文が横位に見られた。 4は単節 RL、 5'6は 間隔の詰まった L撚糸文で、 5

は両側より穿孔される穴が 1孔穿たれる。 7は不規則な縦位・斜位沈線文、 8は アナグラ属系貝類腹

縁による波状文が↓苗かれる。 1～ 8は第Ⅱ群に相当する。 9は尖底部で外面縦削り、無文である。第

I群に相当する。

10・ Hは平縁で平坦な口唇部に斜刻文が連続する。10は下半にハマグリ系貝類腹縁押圧と半裁竹管

状工具による有節平行線文が多段にわたり施文され、11はアナグラ属系貝類が押圧される。12は口縁

部が有段状、口唇部は外削ぎ状を呈する。口縁下は輪積み痕がなできられずに残 り、ここに半裁竹管

状工具による斜位短沈線文が連続する。下半にはアナダラ属系貝類が押圧されていた。13は平縁で平

坦な口唇部に棒状工具による刺突が連続し、口唇部が小波状を呈している。口縁下は貝類の押圧によ

る円形刺突が連続し、下半はアナグラ属系貝類が押圧されていた。14は平縁で、口縁下には輪積み痕

がなできられずに残 り、有段状を呈する。口唇部直下より半萩竹管状工具による沈線文が垂下してい

た。15は浅鉢形と思われる。横位に巡る低い隆起上に細かな斜刻文列が連続し、刻文の方向は各段に

より異なっている。16は 4条 1単位の条線文により曲線文が描かれ、上端には刺突の痕跡が見られた。

17は半裁竹管状工具による有節平行線文が多段にわたる。地文は無文である。18はアナグラ属系貝類に

よる波状文。19は数条の横位沈線文が巡り、この間をアナグラ属系貝類を押圧し充填する。10～ 19は第

Ⅲ群で10は 2類 B、 11。 12・ 14は 2類 C～ 3類、15。 16は 1類、17は 2類 A、 13・ 19は 3類に相当する。
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第28図 遺構外出土遺物-1
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20は波状縁で水平に浅い沈線文が 1条巡 り、下半は単節 RLである。21は平縁で大きく内彎する器

形を呈する。口縁に沿い浅い沈線文が 1条巡り、口縁上の無文帯幅はごくわずかである。下半は単節

RLである。22は平縁で口唇部は先細 り状となる。微隆起線文による曲線文が描かれ、縄文は残存部

には見られない。23は波状縁で回唇部は外傾している。地文には整形時の斜位削 り痕が残 り、 0段多

条 RLが施文されている。24は平縁で地文は整形時の斜位削り痕が残る。口縁下は若干無文とし、沈

線文が垂下している。25・ 26は両側がなでられる微隆起線文により曲線文が描かれ、25は多条の LRL

が充填される。26は原体不明で、外面には炭化物が付着していた。27は沈線文が横位に 1条巡り、下

半は垂下沈線文である。28は浅い横位沈線文により上半に段を有し、ここに直線的な沈線文が見られ

る。下半は0段多条 RLである。29は地文単節 RLで垂下沈線文と波状沈線文が交互に施文され、無文

帯は見られない。30は地文 L撚糸文で平行沈線文による曲線文が描かれ、沈線間は無文となる。31は

3条の沈線文が垂下し、沈線文間は磨消される。 0段多条 RLである。32も 0段多条 RLで幅の狭い垂

下沈線文間は磨消される。33は 0段多条 RL、 幅広 く磨消され無文となリー部沈線状に浅く凹んでい

る。34は 曲線的な沈線文による区画文で、区画内は単節 LRが施文されている。35は平行沈線文によ

る曲線文が描かれ、沈線間は単節 RLが充填される。20～ 35は第V群で25～ 301よ 1類、31・ 32は 2類、

20～ 24。 33～ 35は 3類に相当する。35は次群の範疇としても捉えられよう。

36は波状縁で波頂部に半月状の沈線文を施文し、この単位文を挟んで幅の広い口唇部上に沈線文が

巡る。口縁部は波状縁に沿った沈線文が巡り、沈線文下には単節 LRが施文されている。37は波状縁

で回唇部がやや内削ぎ状を呈する。外面は波状縁に沿い沈線文が 1条巡り、下半は水平に沈線文と刻

文が連続する貼付文が巡る。38は下半に沈線文が 1条巡りこの下は無文、上半は数条の沈線文により

三角形を基調とした区画文が描かれ単節 LRが充填されている。外面には炭化物が付着していた。39

は平縁で内彎する鉢形を呈する。口縁に沿い沈線文が 2条巡り、この間には単節 LRが充填される。

40は鉢形を呈する。口唇部は小波状を呈し、口縁部は沈線文が 1条水平に巡る。単節 LRか。41は鉢

形土器で平行沈線文間は単節 LRが充填、沈線文間には縦連対弧文が施文される。42は平縁で、口縁

に沿い低い楕円形押圧を連続する貼付文が 1条付される。下半は横位条線文で、地文の有無は不明で

ある。裏面は幅広で浅い沈線文が 1条巡っていた。43は平縁で口唇部はやや九みを帯び、頂部は平担

面を残す。平行沈線文間には斜刻文が連続し、下半は斜位沈線文が描かれる。地文は縦位の幅広の条

線文で、外面には炭化物が付着していた。441ま押圧された低い貼付文が 1条巡り、下半は横位条線文

で地文の有無は不明である。45は地文単節 LRで半我竹管状工具による斜位沈線文が描かれる。46は

屈曲部で、横位に連なる「 8」 字状の貼付文を付している。下半は地文単節 LR、 曲線的な沈線文が

描かれ磨消が見られる。36～ 46イよ第Ⅵ群で36～ 38は 1類、39～ 41は 2類、46は 3類、42～ 45は 4類に

相当する。

47は平縁で、口唇部は内傾し厚みを有する。日縁に沿い幅の広い沈線文で三叉文が描かれ、沈線文

上には単節 RLが施文されている。48は左右非対称の波状縁で、波頂部に短沈線文がひかれる扁平な

貼付文が付される。口唇部の片側にも同様の短沈線文がひかれていた。下半は波状縁に沿った沈線文

で、縄文の有無は不明である。47・ 48は第Ⅶ群で47は安行 3a式、48は安行 3b式以降に相当しよう。

49・ 50は無文底部である。49は底径3.2cmで底面には 1本越え 2本潜 り1本送りのザル編み痕が見ら

れた。50は底径4.5cmである。491ま第Ⅵ群、50は第Ⅷ群に相当する。
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No 名 称 残存 大 きさ 重量 整 形 文  様 時期 備 考

土錘 完形 2.7× 3.2 全周磨り 単節 LR 第V群 切り目1対

土錘 深93/4 4.2× (4.6) (17.9) 打ち欠き 無文 不明 打ち欠き1対

土製円盤 完形 4.1× 4.1 全周磨 り 0段多条 RL 第V群

土製円盤 完形 2,9× 2.6 全周磨り 単節 RL? 第V群

土製円盤 一部欠 (2.3)× 2.6 全周磨 り 単節 RL 第V群

51～ 55は土製品で51・ 52は土錘である。51は全周磨 られてお り横長の楕円形を呈する。52も横長で

紐掛け部が大 きく打ち欠かれている。打ち欠 きの上錘はこの 1点であった。53～ 55は土製円盤で54・

55は楕円形である。

(単位 i c14、 g)

2.石器

遺構外より計■点の石器が出上している。内訳は打製石斧-1点、磨製石斧-2点、磨石類-2点

台石-1点、砥石-1点、石錘-1点、石核-2点、剥片-1点である。このうち石核・剥片は図示し

ていない。

56は打製石斧である。扁平な礫を素材とし体面中央部には礫面を残している。分銅形を呈し袂入部

は一部磨滅していた。風化が著しい。

57・ 58は磨製石斧である。57は側縁部に稜を有し断面形が方形を呈するいわゆる定角式石斧の基部

付近である。残部の厚みから比較的大形と思われる。全体は滑らかに研磨されていた。58は磨製石斧

の未製品刃部である。両外面は細かな敲打痕により整形されており、研磨の前段階と思われる。

59は断面三角形を呈する磨石類である。全体の形状は三角錐で面積の広い側の稜部に広範囲の敲打

痕が見られた。61は完形で全体が滑らかに研磨されていた。

60は 台石の一部で本来の形状は推測できない。集中的な敲打により深さ1.5cm程の凹みを 1孔有す

る。全体は著しく風化していた。

62は砥石で被熱により赤化している。裏面に断面形が「 U」 状の溝が 1条見られた。あまり発泡し

ていない軽石を用いている。

63は石錘で扁平の礫を用いている。裏面は大きく剥落しており、剥離面も含めて全体が風化してい

た。剥離の打点は側縁部方向からなされており、快入部作成時のものではない。

未実測の石核はメノウとチャート製、剥片は黒色安山岩製である。
(単位 :cm、 g): cm、

No 名 称 残 存 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 材 備 考

打製石斧 片側刃部欠 (130.0) 安山岩 分銅形 礫面残す 風化

磨製石斧 一部 (4.8) に。9 俗8.0 凝灰岩 基部付近 定角式

58 磨製石斧 約1/4 (35。 3) ホルンフェルス 未製品 細かな敲打により整形

磨石類 完形 427.1 砂岩 断面三角形 下端稜部に敲打痕

台石 一 部 (1■8) (443.4) 絹雲母片岩 集中敲打による凹み1孔 風化

磨石類 完形 安山岩

砥石 一部 (3.3) (2.4) (1■6) 流紋岩質軽石 溝 1条 発泡小 被熱赤化

石錘 糸92/3 (3.5) (1,0) (19.1) 黒色安山岩 切り目1ケ
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第 5章  まとめ

1.遺構

調査区全域にわたり遺構が検出された。住居跡は前期後半浮島Ⅲ式期が 1軒、中期後半加曽利 EⅣ

式期が 1軒で、時期不明の竪穴状遣構が 1基であった。前期後半期の住居跡は茨城県内では利根川流

域と県央太平洋側に分布しており①、土浦市では今回の調査で初めて検出された。浮島式期の住居跡

の特徴として柱穴が多数存在する点 。複数の炉跡が見られる点があげられるが、第 3号住居跡もこれ

に該当している。特に若千のテラス面を有する点で石岡市の大谷津 B遺跡 1号住居跡との類似が認め

られた。

土坑は性格不明で時期決定できないものがほとんどであるが、第 6・ 7号土坑は形状・深さ共に類

似しており、出土土器からも第 1号住居跡との関連が窺える。また浅い土坑が多いなかで第 1・ 10。

14・ 15号土坑は深さが70cm以上あり、墓坑もしくは貯蔵穴の機能を果たしていたと考えられる。

本遺跡は調査面積がわずかであったが、同じ台地上西側に位置する宮前遺跡との関連は大いに注目

される。両遺跡の調査区は直線距離にして約100mしか離れておらず、「両者は小谷を狭んで対峙して

おり同一遺跡の可能性が強い」②とかつて示唆されたことがある。宮前遺跡からは阿玉台Ⅳ式から加曽

利 EⅣ式期の住居跡が38軒検出されており、最も多い時期は加曽利 EⅢ式期の17軒であった。詳細な

遺構配置 。変遷は既刊されている報告書に譲るとして、宮前遺跡で発見された加曽利 EⅣ式期の住居

跡は 1軒あり、調査区北端の台地先端部に位置している。本遺跡第 1号住居跡は台地西端に位置して

おり、宮前遺跡の加曽利 EⅢ式期の住居跡外側を南側から囲むように、加曽利 EⅣ式期の住居跡が台

地上に占地していたと考えられる。このことから縄文時代中期後半期の両遺跡が、 1つ の集落を形成

していたことは十分に推察される。

2.遺物

本遺跡から中期後半に次いで 2番 目に多く出土している浮島式土器は、東関東地域を中心とする前

期後半期の土器型式のひとつである。当概地域の土器編年の確立に最も精力的に取 り組まれた西村正

衛氏により、利根川流域を中心にいくつかの貝塚を層位的に検証された結果、浮島 I～ Ⅲ式が設定さ

れている③。本遺跡の概期遺構は住居跡 1軒、土坑 1基 とわずかであるが、本書の分類はおおむね氏

の分類に沿って行なった。変形爪形文で口縁部に刻文・条線帯を有するものはすべてⅢ式の範疇とし、

第 9図 9。 第16図 8の ように浅く繊細な変形爪形文も含まれる。しかし、第22図 2の ように条線帯と

有節平行線文が組み合わされる例もあり、条線帯の出自が遡ることは十分に考えられる。また諸磯 b

式は浮島Ⅱ・Ⅲ式に対して約25%出土しており、比較的多い点が注目される④。

中期後半は加曽利 EⅣ式が第 1号住居跡よりまとまって出上した。第 9図 1～ 6は 口縁部文様帯を

除きすべて縄文のみの施文であつた。器形はバラエテイに富み、 5は括れの緩やかな点となでによる

口縁部無文帯の作出法からやや後出と思われる。 2は器形から3と 同様の突起を有する土器であろう。

後・晩期は堀之内式から安行式まで希薄ながらも出土している。晩期は安行 3a式以降の上器が 2

点出土し (第29図47・ 48)、 特に481よ小片だが浅く幅の広い沈線文が前浦式に類似するものであった。
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3.終わりに

今回調査を行なった権現前遺跡からは、市内で初の浮島式期の住居跡を検出し、また同じ台地に位

置する宮前遺跡と中期後半期において同一の集落であることが予察された。このことは大きな成果と

いえる。本書が花室川流域の縄文史の解明に少しでも役立つことができれば幸いである。

また本書の作成にあたり、多くの方々のご協力を得、ご指導、ご助言を頂きました。文末ながら厚

く感謝の意を表します。
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